
さまざまな影響のしきい値

障害 臓器／組織 潜伏期 しきい値 (グレイ)※

一時的不妊 精巣 3～9週 約0.1

永久不妊
精巣 3週 約6

卵巣 1週以内 約3

造血能低下 骨髄 3～7日 約0.5

皮膚発赤 皮膚（広い範囲） 1～4週 3～6以下
皮膚熱傷 皮膚（広い範囲） 2～3週 5～10

一時的脱毛 皮膚 2～3週 約4

白内障（視力低下） 眼 数年 0.5
※臨床的な異常が明らかな症状のしきい線量（1％の人々に影響を生じる線量）

出典：国際放射線防護委員会（ICRP）2007年勧告、国際放射線防護委員会報告書118(2012)

γ（ガンマ）線急性吸収線量のしきい値

確定的影響
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確定的影響と時期特異性

着床前期
受胎0-2週

• 流産

器官形成期
受胎2-8週

• 器官形成異常
（奇形）

胎児前期
受胎8-15週
• 精神発達
遅滞

胎児後期
受胎15週

～出産

重要な器官が形成される時期
＝薬の使用に気をつける時期
＝放射線にも弱い時期

しきい値は0.1グレイ以上
※一般的に妊娠2週目と呼ばれている時期は、妊娠直後の受胎0週(齢)に相当します。

胎児への影響
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